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10 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

【H28 年調査新規設問】 

問16 「ワーク・ライフ・バランス」という言葉をどの程度知っていましたか？ 

(SA) 

 「言葉も内容も知らなかった」が 47.5％で最も高くなっています。次いで「言葉は聞い

たことがあるが、内容までは知らなかった」が 28.4％、「言葉も内容も知っていた」が 21.8％

となっています。 

 

 

＜「問１－１ 性別」とのクロス集計＞ 

“男性”の「言葉も内容も知っていた」の割合が“女性”と比べて高くなっています。 

 

 

  

 

言葉も内容も知って

いた

21.8%

言葉は聞いたことが

あるが、内容までは

知らなかった
28.4%

言葉も内容も知らな

かった

47.5%

無回答

2.2%

(SA) N=591
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【H28 年調査新規設問】 

問17 あなたは現在、仕事と生活の調和がとれた暮らしができていますか。 

(SA) 

 「できている」が 40.9％で最も高くなっています。次いで「わからない」が 28.1％、「で

きていない」が 27.2％となっています。 

 

 

＜「問１－１ 性別」とのクロス集計＞ 

“男性”の「できていない」割合が“女性”と比べて高くなっています。 

 

 

  

 

できている

40.9%

できていない

27.2%

わからない

28.1%

無回答

3.7%

(SA) N=591
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＜「問１－４ 結婚」とのクロス集計＞ 

“離婚”している人の「できていない」割合が高くなっています。 

 

 

＜「問１６ 「ワーク・ライフ・バランス」の認知度」とのクロス集計＞ 

“言葉も内容も知っていた”人では「できている」の割合が他の認知度と比べて高く

なっています。 
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【H28 年調査新規設問】 

問18 生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域活動・学習・趣味・付き合い等」

の優先度について、あなたの希望にもっとも近いものはどれですか？ (SA) 

 「「家庭生活」を優先したい」が 24.0％、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」

が 23.0％で高くなっています。次いで「「家庭生活」と「地域活動・学習・趣味・付き合い

等」をともに優先したい」が 16.4％、「「仕事」「家庭生活」「地域活動・学習・趣味・付き

合い等」のいずれも優先したい」が 15.7％で続いています。 

 

  

5.2 

24.0 

4.7 

23.0 

4.4 

16.4 

15.7 

3.9 

2.5 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域活動・学習・趣味・付き合い等」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域活動・学習・趣味・付き合い等」をとも

に優先したい

「家庭生活」と「地域活動・学習・趣味・付き合い等」

をともに優先したい

「仕事」「家庭生活」「地域活動・学習・趣味・付き合

い等」のいずれも優先したい

わからない

無回答

(SA) N=591



 

63 

 

【H28 年調査新規設問】 

問19 それでは、あなたの 現実の優先度について、もっとも近いものはどれで

すか？ (SA) 

 「「仕事」を優先している」が 28.1％、「「家庭生活」を優先している」が 27.1％で高く

なっています。次いで「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」が 16.6％で続いて

います。 

 

 

  

28.1 

27.1 

3.4 

16.6 

3.0 

8.1 

5.2 

5.1 

3.4 

0% 10% 20% 30%

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域活動・学習・趣味・付き合い等」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域活動・学習・趣味・付き合い等」をともに優

先している

「家庭生活」と「地域活動・学習・趣味・付き合い等」をとも

に優先している

「仕事」「家庭生活」「地域活動・学習・趣味・付き合い等」の

いずれも優先している

わからない

無回答

(SA) N=591
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問18・19 【再掲】生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域活動・学習・趣味・

付き合い等」の優先度の希望と現実 (SA) 

 「仕事」の希望が低い一方、現実では最も高くなっています。 

 「家庭生活」や「「家庭生活」と「地域活動・学習・趣味・付き合い等」」、「「仕事」「家

庭生活」「地域活動・学習・趣味・付き合い等」」の希望が高いものの、現実では低くなっ

ています。 

 

 

  

5.2 

24.0 

4.7 

23.0 

4.4 

16.4 

15.7 

3.9 

2.5 

28.1

27.1

3.4

16.6

3.0

8.1

5.2

5.1

3.4

0% 10% 20% 30%

「仕事」

「家庭生活」

「地域活動・学習・趣味・付き合い等」

「仕事」と「家庭生活」

「仕事」と「地域活動・学習・趣味・付き合い等」

「家庭生活」と「地域活動・学習・趣味・付き合い等」

「仕事」「家庭生活」「地域活動・学習・趣味・付き合い等」

わからない

無回答

(SA) N=591

希望

現実
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＜「問１－１ 性別」とのクロス集計＞ 

希望では“女性”は「「家庭生活」を優先したい」の割合が“男性”と比べて高くなっ

ており、“男性”は「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」、「「仕事」「家庭生活」

「地域活動・学習・趣味・付き合い等」のいずれも優先したい」の割合が“女性”と比

べて高くなっています。 

現実では“女性”は「「家庭生活」を優先している」の割合が“男性”と比べて高くな

っており、“男性”は「「仕事」を優先している」、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先

している」の割合が“女性”と比べて高くなっています。 

男女ともに、希望と比べて「「仕事」を優先している」割合が高くなっています。“女

性”では希望と比べて「「家庭生活」を優先している」の割合が高くなっています。 

 

【希望】 

 

【現実】 
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＜「問１－４－２ 就労状況」とのクロス集計＞ 

希望では“共働きである”人は「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」の割合

が他の就労状況と比べて高く、“一方が家事専念”の人では「「家庭生活」を優先したい」

の割合が他の就労状況と比べて高くなっています。 

現実では“共働きである”人は「「仕事」を優先している」、「「仕事」と「家庭生活」

をともに優先している」の割合が他の就労状況と比べて高くなっています。“一方が家事

専念”の人では「「家庭生活」を優先している」の割合が他の就労状況と比べて高くなっ

ています。 

 

【希望】 

 

【現実】 
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＜「問１８ 生活の中での優先度の希望」とのクロス集計＞ 

優先度の希望それぞれの項目で、現実に同じ項目を優先している割合が高くなってい

ます。 

「「仕事」を優先している」、「「家庭生活」を優先している」の比率が高い傾向がみら

れます。 

 

 

 

【H28 年調査新規設問】 

問 18 の「希望優先度」と問 19 の「現実優先度」が異なる方を対象とした設問 

問20 「希望優先度」と「現実優先度」が異なる理由は何ですか？ (MA) 

 「仕事が忙しい」が 22.8％で最も高くなっています。次いで「経済的余裕がない」が 18.6％、

「体力がない」が 8.6％で続いています。 

 

22.8 

3.0 

5.6 

6.1 

4.7 

2.7 

18.6 

8.6 

3.6 

45.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事が忙しい

職場の理解が得られない

有給休暇等が少ない

家事（炊事・掃除・洗濯など）が忙しい

育児や介護をしなければならない

家族の理解が得られない

経済的余裕がない

体力がない

その他

無回答

(MA) N=591
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＜「問１－１ 性別」とのクロス集計＞ 

“男性”では「仕事が忙しい」の割合が“女性”と比べて高くなっています。 
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＜「問１－４ 結婚」とのクロス集計＞ 

“既婚（事実婚を含む）”、“離婚”、“未婚”では「仕事が忙しい」の割合が高くなって

います。また、“離婚”、“未婚”では「経済的余裕がない」の割合が高くなっています。 
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＜「問１－４－２ 就労状況」とのクロス集計＞ 

“共働きである”人では「仕事が忙しい」、「経済的余裕がない」、「有給休暇等が少な

い」の割合が他の就労状況と比べて高くなっています。 

 

 

【主なその他回答】 

内容 類似回答数 

家族の協力があってこそ仕事ができている 2 

パートでも仕事をしている以上は責任がある。きっちり仕事はしたい 1 

地域活動や学習に対して時間的負担が心配 1 

特に優先されていることはない。完全に満足していることはなくそれぞれに多少不

満はある 
1 

 

 

  


